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　ソシュール理論においては，言語記号は本質的に，
恣意的・否定的・示差的・対立的なものであるとかん
がえられている。このかんがえかたは，現代言語学に
おいてしばしば論議のまととなったふたつの理論的構
築物が，実は，言語の体系が要請するきわめて自明な
存在であることを確認させるものとおもわれる。その
ひとつは，ゼロ記号であり，もうひとつは，二重の機
能をになう言語記号である。本稿では，関係文法が，、
これらふたつの理論的構築物を，きわめて自然に記述
かつ説明することができることをしめす。如何なる言
第一に，言語の要素を分類し，それを合算しても，体
系がえがきだされるわけではない。ソシュールは言う。
「語や辞項から出発して体系を描き出してはならない。
そうすることは，諸事項が前以て絶対的価値を持ち，
体系を得るためには，それらをただ組立てさえすれば
よいという考えに立つことになってしまうだろう。そ
の反対に，出発すべきは体系からであり，互いに固く
結ばれた全体からである。」〈コンスタンタンのノー
ト，第3回講義，断章番号1848＞（丸山，1981：95）
個としての辞項から出発し体系にいたる，実体論的ア
トミズムとタクソノミーをソシュールは批判したが，
語理論であれ，これらふたつの構築物を包含しなけれび　これは，個々の紙片のみをみて，他の紙片との関連陸
ば，自然言語を解明するてだてとしては不十分かつ致
命的であることを，ソシュール理論は示唆していると
おもわれる。
1．言語記号の本質
　展開した蜜柑箱の底をおりたたむ作業を，おもいお
こしてみよう。箱の各側面からつきでた4つの紙片を
無作為にかさねても，底としての機能をもつ斉一な平
面をつくりだすことはできないD”底の面積は，それら
4つの紙片の面積の算術的総和とはことなる。底をつ
くりあげるには，ひとつひとつの紙片がとなりあう紙
片にかさなるように，全体に目くばりしながら，たた
みこむ必要がある。つまり，底の製作にあたっては，
個々の紙片の特性から独立した底としての全体像が，
先行して存在していなければならない。なぜなら，完
成された底の全貌は，個々の紙片の一部からしか，お
しはかることができないからである。余剰とおもわれ
たおのおのの紙片の一部が，他の紙片の下におしこめ
られるやいなや，何の過不足もない統一的・整合的な
世界が誕生する。
　体系とは，その部分が全体との関連・他の部分との
相関のなかで，はじめて存在する総体をいう。言語の
体系を記述することは，いくつかの点で，前述した蜜
柑箱の底をくみたてる作業ににているとおもわれる。
をみる視点・全体像を掌握すべき視座が欠落すれば，
蜜柑箱の底をつくることができないのと同様である。
　第二に，言語記号は，共存それ自体によって相互に
価値を規定しあっている。それと同様に，箱の底をつ
くる各紙片も，一走の条件をみたすべく，たがいに規
制かつ依存しあっている。すなわち，すくなくとも，
「むかいあう紙片のたかさの合計は，となりあう紙片
の底辺より，大であってはならない。」という条件が，
いずれの紙片においてもみたされなくてはならない。
この条件は，複数の紙片を同時に規制していることに
注目すべきである。したがって，（他の条件にくわえ）
上記の条件をみたせば，個々の紙片は長方形にかぎら
れるわけではなく，台形であろうと，（ケーキ箱の底
のように）半円形であろうとかまわない。　（各紙片の
形状の自由さは，言語記号の恣意性にたとえることが
できるかもしれないが，このアナロジーはこれ以上つ
きつめないでおく。）
　関係文法では，名詞句のになうことのできる文法関
係を，文法項と非文法項とに区別する。前者は，主語・
直接目的語・間接目的語の文法関係をさし，後者は，
それ以外の文法関係をふくむ。ところで，ひとつの言
語レベルにおいて，同一の文法項関係が，2つ以上生
起することはできない。なぜなら，それは，層内唯一
性の法則に抵触するからである。
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（1）層内唯一性の法則
　　　任意の文法項関係を項Xとすると，同一層内で
　　　項Xをもつ名詞句は，最大限1つしかない。
層内唯一性の法則は，言語レベル（すなわち言語記号
同士がおりなす体系）のなかで，それらがたがいに対
立することを要請する。このことにより，ひとつの言
語レベルにおいて，ことなったヌ法項のみが共在する
ことが保証される。すなわち，層内唯一性の法則は，
どの言語要素においても，それらが同一の価値をもっ
て顕現する可能性を排除する。もし同一の機能（文法
項関係）があたえられれば，言語要素同士を弁別する
ことができず，ソシュールのいう対立の原則が消滅す
るからである。
2．ゼロ記号
完成した蜜柑箱の底に注目すると，その中央一す
なわち4つの紙片が交差する場所一に，ちいさな穴
があいているのがわかる。どんなにたくみに4つの紙
片をかさねあわせても，この穴がないような底をつく
りあげることは不可能であろう。（一部の電化製品の
箱のように，内部がみえるよう，この空洞が意図的に
おおきくつくられている場合もある。）実は，この空
隙が，4つの紙片のおりかさなりによる統一を可能に
している。つまり，底の完成には空白の存在が要求さ
れる。4つの紙片とひとつの空白とから底はなりたつ，
といいかえてもよい。これと平行した現象一すなわ
ち，全体において個々の要素は空白とともに依存しあ
うこと一が，言語体系を記述する際にもみうけられ
るとおもわれる。
　英語におけるthere，　it，ドイッ語におけるes，オラ
ンダ語におけるer，　hetなど，完全なるゼロ記号とは
いえない虚辞要素（dummy　element）に対しては，
これまで，かなりの考察が学界でなされてきた。しか
しながら，これに反し，音形をともなわない完全なゼ
ロ記号としての虚辞要素一無声虚辞（silent　dum－
my）一は，その地位が万人にみとめられたわけで
はない　（Perlmutter＆Zaenen，1984：197）。
たとえば，（2）のようなロシァ語の文，（3）のよ
うなフランス語の文は，主語を有さないといわれてき
た（Perlmutter＆Posta1，1983：101）。
　（2）Morozit．“It’s　freezing．”
　（3）1」evoici．　ttHere　he　is．Jt
　しかし，このような非人称構文は，実際には，それ
に対応する関係網の最終層において虚辞要素としての
主語をもつ，というのが関係文法の主張である6虚辞
要素は，言語によって音形をともなってあらわれる場
合もあるし，そうではなく，無声虚辞としてあらわれ
る場合もある。いずれにしても，虚辞要素を理論的に
措定することにより1他の統語規則との連係がおりな
す種々の統語現象が，自然に説明されることがすでに
しられている。このような完全なるゼロ記号としての
虚辞要素を，言語体系の記述のなかに導入することは，
ソシュール理論における当然の帰結である。なぜなら，
言語記号とは本来非実体的なものであり，かならずし
も実質の次元で顕現する必要はない。それが，他の言
語記号と対立をなすかぎり，ゼロであろうと，言語記
号としての任務を十分はたすのである。
3．二重機能記号
　蜜柑箱の底をつくる作業に，いまいちど，たちもど
ってみよう。できあがった平面では，4つの紙片がた
がいにかさなりあっている。展開以前の4片の合計面
積は，完成した底の面積よりおおきいのであるから，
このかさなった部分の存在は当然のことである。しか
し，このかさなりあいは，底を真上からみることによ
ってしることはできない。すなわち，かさなりあった
領域が個々の紙片の下のどこまでのびているのかは，
くみたて以前の個々の紙片の形状に関する情報がなけ
れば，しる由もない。しかし，実は，この真上からは
みえないかさなりの部位こそ，4つの紙片がものをさ
さえる底としての機能をもつことを確保しているので
あり，その意味で，このかさなりは底に不可欠の存在
なのである。ところで，言語現象においてもそのよう
なことがみられるだろうか。つまり，ひとつの言語記
号が，一見ひとつの機能しか有していないようで，実
は，ふたつ（あるいはそれ以上）の機能をもって他の
要素と対立しているという現象があるだろうか。
　関係文法で提案されている多重結合とは，まさに，
このかさなりあいの現象に対応するとおもわれる。あ
る名詞句が，ひとつの言語レベルにおいてふたつ以上
の文法関係をになうというのが，多重結合の基本的な
かんがえかたである。　（もちろん，この場合，層内唯
一性の法則に抵触するような構造がゆるされないのは，
いうまでもない。）この理論的構築物は，ソシュール
理論とまったく矛盾しないどころか，当然予測される
産物である。なぜなら，そこにおいては，言語体系の
なかにおける言語要素同士が，「唯一の」機能
的相違において対立するという制限はないからである。
換言すれば，その理論は，当該の言語記号の数以上の
機能的対立が，体系のなかに潜在する可能性を排除す
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るものではない。
　しかし，ひとつの言語レベルにおいて，言語記号が
ふたつ以上の機能を同時にになうというのは，実は，
言語の線状性（linearity）の原則とはあいいれないか
んがえかたであるようにみえる。なぜなら，言語記号
は，それぞれのになう機能を，時間のながれのなかで
ひとつひとつ具現してく以外に，みずからのすがたを
あらわすてだてはないからである。すなわち，多重の
機能を有した言語記号が，一度しか表面にあらわれる
機会があたえられていない場合，線状性の原則は，そ
の記号の有する全機能の開示をこばむのである。
　ひとつの言語記号がふたつ以上の機能を有している
ことは，どのように検証することができるだろうか。
線状性の原則が絶対だとすれば，多重の機能を有する
言語記号は，己のになう機能の数だけ，すがたをかえ
つつ表面にあらわれるしかない。そのように言語記号
を配列しなおすには，言語はどのような方策をとって
いるのだろうか。
　多重結合の設定をうらづける統語的根拠として，つ
ぎのような事例をあげることができるとおもわれる。
ひとつは，虚辞要素の出現である。この点に関し，第
4節において，英語の気象動詞とitとのかかわりあい
について考察する。ふたつめは，特定の述語にみられ
る両義性の存在である。第5節においては，温度述語
の両義性を例にとり，この問題を検討する。みっつめ
は，余剰的代名詞をふくむ構文の存在である。第6節
と第7節では，英語のhave構文における余剰的代名
詞の生起を決定する条件を考察する。多重結合をうら
づける候補となる言語現象は，ほかに，10ad，smear
型の動詞をふくむ構文が呈する前置詞交替現象などが
あるとおもわれるが，本稿ではとりあつかわない。
4．気象動詞構文
　虚辞要素と多重結合とのかかわりあいについてみて
みよう。Fillmore（1968：43）が気象動詞（mete－
orological　verb）とよんだ述語は1つぎにみられる
ように，2種類の構文をとる。
（4）a．1」ondon　is　cold，
　　　b．It　is　cold　in工」ondon．
（5）a．Los　Angeles　is　foggy．
　　　b．It　is　foggy　in　Los　Angeles．
気象動詞によってあらわされる場所表現は，上記a文
のように主語として具現したり，b文のように場所格
をあらわす前置詞を付与されてあらわれたりする。こ
の点から，Lyons（1977：477）は，気象動詞構文に
　　　　　　　　　　　　　t
おける場所表現は，統語的・意味的に両面的価値（am－
biva1　ence）をもっていることを指摘している。・
　気象動詞構文における場所表現の両面性・二重性は，
関係文法の枠組みにおいては，場所表現が，　（非対格
仮説により）直接目的語と場所格の，2つの文法関係
を始発層においてになっていると想定することによっ
て，説明される。すなわち，（4a）と（4b）は，
それぞれ，（6），、（7）の関係網に関連づけること
ができるとおもわれる（1）。
（6）
（7）
●
London cold
△ London
cold
　（6）の関係網は，その始発層において多重結合を
ふくみ，それが解消されないまま，最終層にいたる。
（6）と（8）とが対応づけられることを阻止するに
は，文法関係階層（relational　hierarchy）に依拠す
る必要がある。
（8）　＊In　I」ondon　is　cold．
すなわち，文法項の方が非文法項より文法関係階層に
おけるランクがたかいが，そのたかい方の文法関係が，
優先的に格付与に参与するとかんがえる。したがって，
直接目的語の方が場所格より階層が上なので，優先的
に文法関係マーキングにあずかり，（8）が生ずる可
能性が排除される（2）。
　（7）におけるデルタ記号（△）は，虚辞要素をあ
らわす。これは意味的に空虚（vacant）でありs／`式
的な役割のみを演ずる。英語の場合，この統語的環境
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のもとでは△はitとして具現する。’（7）においては，
虚辞要素の導入により，第2層において文法項が導入
されている。すなわち，△は，最終主語の法則に（7）
を合致すべく補填されるのである。
　虚辞要素は，体系のなかで対立をなすかぎり，言語
記号としての機能をはたす。　（6）と（7）の関係網
を比較してみよう。（6）の始発層においては，P－
2－Locの機能的対立がみられる。　（7）の第2層に
おいても，まったく同様の対立がみられる。すなわち，
（7）の第2層において，△が2として導入されるの
は，（6）の始発構造をそのまま写像しているものと
かんがえられる。すなわち，存在をあらわすthere構
文（第6節）においても全く同様のことがいえるので
あるが，虚辞要素とは，特定の述語が，始発層で多重
結合をふくむ構文と，ふくまない構文の2種類の変異
体（variallt）をとる場合，後者の構文に導入されう
るとおもわれる。この虚辞要素の導入により，ふたつ
の構造の同型性（isomorphism）が保持されると解
釈することができるものとおもわれる。　　1
5．温度述語構文
　Anderson（1971：96）は，次の文が両義的である
ことを指摘する。
　（9）John　is　cold．
この文は，ひとつには，ジョン自身の体感，もうひと
つには，ジョンに接触した誰か他の人の感覚，をあらわ
すことができる。換言すればcoldという温度述後（tem－
perature　predicate）は，あたたかさの不快な欠如を
感知すること（内的感覚），もしくは，物体がある適
温以下であることを触覚で認知すること（外的感覚）
を意味する。その典型的な例は，それぞれ，以下の文
によってしめすことができる。
　（ユ0）The　skaters　were　cold．
　（11）This　meal　is　cold．
　一般に，一項述語の知覚形容詞は，真理値をもつ命
・題を構成する。handsome（視覚），noisy（聴覚）ゾ
tasty（味覚），fragrant（嗅覚）など。これらは，
他のおおくの非知覚形容詞と同様に処理してよいとお
もわれる。すなわち，外的感覚を意味する（9）に対
応する関係網の始発層は非対格構造をなし，最終層で
はJohnが，最終主語の法則にしたがって，（12）の
ように主語に昇格しているものと想定される。
（12）
?
　eJohn cold
　一方，内的感覚の意味での（9）は，単なる非対格
構造ではなく，その文法項は，場所格をも兼務してい
るとかんがえられる。．なぜなら，この場合Johnは，
さむさの存在する場所をあらわしている，と解釈する
ことができるからである。　（9）の文の主語が1の場
合は真理値をもたないが，この場合も同様にかんがえ
ることができる。したがって，内的感覚の意味におけ
る（9）に対応する関係網は，（13）のように，多重
結合を含有した構造であるとかんがえられる（3）。
（13）
　　　　　　　　　　●
John cold
　（9）の文が両義的であるという事実それだけでは，
温度述語構文における場所格の存在を直接支持する資
料にはならない。しかし，如何なる文法理論において
も，その事実は，何らかの方法で記述・説明されなけ
ればならない。Locを，対応する関係網の一方に設定
し，一方に設定しないことによって，それらふたつの
関係網を対立させることができる。Locをふくむ関係
網 有標の，ふくまない関係網は無標の構造である，
といいかえてもよい。始発層に措定されたLocは，有
標構文の意味構造を適切に統語的に反映する点にも，
貢献しているとかんがえられる。
　つぎの文をみよう。
（14）This　coat　is　warm．
この文においては，（9）とことなり，表層主語の位
置に，人間をあらわす名詞ではなく，人間のまとうも
のをあらわす名詞がきている。ところで，この文もま
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た両義的である。すなわち，　（14）には，このコート
が着た人をあたたかくさせる意味と，このコートをさ
わってみるとあたたかく感じる意味とがある。（14）
の文が両義的である事実を，Mc　Cawley（1973：64）
は，語彙項目の含意規則で，Green（1974：40）は，
原始的述語の設定と述語挿入規則によって，それぞれ，
説明している。しかし，この文も（9）と同様の処理
が可能であるとおもわれる。すなわち，このコートがい
着た人をあたたかくさせる意味は，あたたかさを感じ
させる場所がそのコートであると解釈でき，coatは，
始発層では直接目的語と同時に場所格をになっている
と想定される。一方，さわった人にとってこのコート
があたたかいという解釈は，前述の外的感覚に対応し，
その始発層においては，coatは直接目的語のみをに
なうとかんがえられる。
6．場所格コピー代名詞
下記の文が要請することは，ひとつに，それらの文
の同義性の説明，ふたつめに，b文のthereの説明，
みっつめに，c文の余剰代名詞itの説明，よっつめに，
おなじくc文におけるhaveの説明である。
（15）a．Many七〇ys　are　in　the　box．
　　　b．There　are　many　toys　in　the　box．
）　　c．The　box　has　many　toys　in　it．
　（15a）と（15b）は，それぞれ，っぎのような関
係網に対応づけることができるとかんがえられる。
（16）　　　　　・
af
（17）
皿any　toys　the　box
?
many　toysthe　box
??
（17）はデルタ記号（△）をふくむが，これは，第4
節（7）で表示したものと同一である。　（7）と（17）
とでは統語環境がことなる。始発層にLocだけがあ
る場合，△はitとしてあらわれ，始発層に2と1．ocと
がある場合，△は七hereとして具現する。（16）と（17）
は，ともども，アルフ。記号（α）igS・くんでいるが，
これは連結詞（copula）を意味する。英語において，
αは（後述する）統語的条件によって，haveまたはbe
として具現する。
　ロシア語・アラビア語・マライ語などの言語におい
ては，英語のbeに相当する語が介在することなく，
主語に名詞句・形容詞・場所をしめす前置詞句などが直
接付加される文が存在することがしられている。すで
に，名詞句は，体系のなかで対立をなすかぎり，ゼロ
記号としてあらわれることをみた。また，前置詞（も
しくは後置詞）も，対立的機能を有するかぎり，ゼロ
記号として具現することができる。英語における主語
もしくは直接目的語のマーキングが，その典型的な例
である。語順規則，もしくは，種々の一致（agree－
ment）規則が，個々の言語記号の対立的機能を保証する
かぎり，文法関係表示要素がゼロであっても，いっこ
うにさしつかえない。ところで，述語もまた言語記号
であり，その形式がゼロであることも，理論的に十分
蓋然性がある。したがって，上記のbe相当語をもた
ない言語においても，連結詞がゼロ形式をとっている
可能性を検討してみる必要があるだろう。これは，今
後の課題である。
　　（15c）に対応する関係網は，つぎのようなものと
想定される。
　（18）
Ct th・b・x　r亙→itmany　toys
この関係網において，the　boxは場所格，　many　toys
は直接目的語の文法関係をになっている。この情報は，
（16），（17）の始発層と同一であり，これによって，
（15）の3文の知的意味の同一性を保証できる。また，
関係網（18）は，多重結合を含有している。これによ
って，コピー代名詞の生起を説明することができる。
すなわち，コピー代名詞は，the　boxが始発層でに
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なったふたつの文法関係のうち，文法関係階層のひく
い方（LOC）をかたがわりするとかんがえるのである。
っぎに，アルファ記号（Ct）についてみてみよう。（16），
　（17）の関係網における始発層は非対格構造である。
一方，（18）の始発層は対格構造である。したがって，
Locをふくむ始発層の構造が非対格の場合，αはbe
として具現し，対格の場合，αはhaveとして顕現す
る，と規定することができる。
　ところで，コピー代名詞の出現に関して，以下のよ
＼うな制限がみられる（村田，1982：321）。
　（19）a，There　are　many　good　theaters　in　Lon－
　　　　don．
　　　b．＊London　has　many　good　theaters　in
　　　　it．
　　　c．London　has　many　good　theaters．
　（20）a，There、is　sllow　on　the　ground．
　　　b．The　ground　has　snow　orl　it．
　　　c，＊The　ground　has　snow．
すなわち，have構文が恒久的特徴をあらわす場合，コ
ピー代名詞の出現はゆるされないが，それが一時的特
徴をあらわす場合，コピー代名詞はかならずあらわれ
なくてはならない。
　主語が場所格をもかねる構文は，haveだけがとるの
ではない。たとえば，以下の文がしめすように，sleep，
seatなどの述語も同類とかんがえられる。
　（21）　a．Four　can　sleep　in　this　cabin．
　　　b．This　cabin　sleeps　four．
　（22）　a．　50，000people　can　be　seated　in　this
　　　　stadium
　　　b．This　stadium　seats　50，000　people．
　しかし，上記b文の場合，コピー代名詞が生起するこ
　とはできない。
　（23）　a．　＊This　cabin　sleeps　four　in　it．
　　　b．＊This　stadium　seats　50，000　people　in
　　　　it．
　（21）や（22）の構文は，恒久的特徴を陳述している。
　しかし，（23）の非文の理由が，haveの場合とおな
　じく，「恒久的特徴をあらわす構文は，コピー代名詞
の生起がゆるされない」という原則で説明できると断
定することはできないとおもわれる。なぜなら，（21b），
　（22b）は，　have構文とはことなる構造をもつゆえ
　に，コピー代名詞の後続がありえないという可能性が
　あるからである。すなわち，　（21b），（22b）に対
応する関係網は多重結合を含有せず，場所格から主語
への昇格規則が関与しているとかんがえることもでき
る。この案によっても，これらの構文の主語が，場所
格の役割も演じていることが，記述できるわけである。
いずれの分析が妥当かは，今後にのこされた課題であ
る。
7，所有格コピー代名詞
　have構文は，多重結合を含有する関係網に対応づけ
ることができる。その場合，特定の名詞句が，主語と
場所格の文法関係を同一の言語レベルにおいてになう。
しかし，have構文は，主語と場所格以外の多重結合の
くみあわせをもゆるすとかんがえられる。つぎの慣用
表現をみてみよう。
（24）a，His　heart　is　in　the　right　place．
　　　b．He　has　his　heart　in　the　right　place．
（25）a．His　heart　is　in　his皿outh．
　　　b．He　has　his　heart　in　his　mouth．
（26）a．His　heart　is　in　his　boots．
　　　b．He　has　his　heart　in　his　boots．
つぎのふたつの事項が説明されなければならない。第
一に，上記のa文とb文とが同義的であること。第二
に，上記b文において（すくなくとも）動詞haveの
直後の所有格代名詞は，主語の名詞に束縛されている
こと。
　前節で，haveとbeとの交替現象を説明するにあた
、り，連結詞をあらわすアルファ記号（Ct）を導入した。
また，コピー代名詞の生起を説明するために，多重結
合の解消というメカニズムを採用した。上記のhave
をふくむ慣用表現は，これらの方策をもちいることに
よって，処理できるとおもわれる。　（24　q），（24b）
に対応する関係網は，つぎのようにかんがえられる。
（27）
his
the　right　place
heart
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（28）
?
he　　　AL
　
his
the　right　place
heart
存在をあらわすhave構文においては，それと対応す
る関係網が，主語と場所格の多重結合を包含する趣旨
の主張をすでにおこなった。他方，慣用的have構文
においては，それと対応する関係網が，主語と所有者
の多重結合を含有するというのが，この節での主張で
ある。この規定により，主語とhaveの直後の所有格
代名詞が，つぬに同一指示的である理由が説明できる。
また，関係網の始発構造の類似性から，be構文とhave
構文の知的意味の共通性も把捉することができる。す
なわち，（27）と（28）の関係網において，his　heart
は直接目的語の，the　right　placeは場所格の，始発
文法関係をになっている。それらの相違は，主語の形
成方法にある。　（27）の場合は，his　heartが非対格
昇格規則によって最終主語になっているが，（28）の
場合は，his　heartにおける所有者（his）が，始発
層における主語の役割も兼務している。
　上記b文のようなhaveをふくむ慣用表現〔X　have
X’sY　Loc］は，実は，つぎの例にみられるように，
かなり生産的である。この場合，Yの位置に起源・根
拠をあらわす名詞がくることがおおい。Xの存在がY
を含意することが，この構文の特徴である。
（29）The　custom　has　its　spring　in　another
　　country．
（30）War　has　its　root（s）in　selfishness．
（31）The　river　has　its　rise　in　the　lake．
（32）This　industry　has　its　beginning　in　1864．
（33）AII　imitatlon　has　lts　orlgm　m　vanlty．
（34）Language　has　its　basis　in　external　na－
　　ture．
これらの余剰的所有格代名詞をふくむhave構文も，
（28）と同様の関係網に対応づけることができるとお
もわれる。
　第6節でみた存在have構文と，この節の慣用have
構文との平行性は明白である。前者は，場所格を主語
として卓立させることを明示する構文であり，後者は，
所有者を主語として卓立させるために採択された構文
である。特定の名詞句の卓立化という有標化現象が，
多重結合という統語的特性によって規定されるとかん
がえるわけである。ところで，have構文に対応する
関係網が，主語と場所格もしくは主語と所有者のふた
とおりの多重結合をゆるすとかんがえると，つぎのよ
うな構文を自然に説明することができるとおもわれる。
（35）a．There　will　be　a　hole　in　Jack’s　pocket．
　　　b．Jack’s　pocket　will　have　a　hole　in　i七．
　　　c．Jack　will　have　a　hole　in　his　pocket。
すなわち，（35b）は，主語と場所格の多重結合をふ
くむ関係網に，（35c）は，主語と（場所格のなかの）
所有者との多重結合をふくむ関係網に，それぞれ，対
応づけることができるとおもわれる。
8，結　　　論
　対立する3つの言語機能（A－B－C）がある場合，
それら3つの機能は，3つの言語記号（p－q－r）
によってあらわされるのが通例である（下図a参照）。
しかし，その対立関係が，下図bのように，記号p－
q一φであらわされる場合もあるし，下図cのように，
記号P－qによってのみあらわされる場合もある。（実
線は対立，点線は対応をあらわす。）
（36）a．A　　B　　 C
　　　　　i　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　I
　　　　　l　　　　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　I
　　　　　I　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　I
　　　　p　　　　　q　　　　　r
　　　b，A　　　　B　　　　C
　　　　　l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l
　　　　　o　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　p　　　q　　　φ
　　　c．A　　　　B　　　　C
　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　’
　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　Nt
　　 　p 　　　　　　　q
（36b）のように，機能Cが言語記号φで表示される
とき，記号φはゼロ記号とよばれる。一方，（36c）
のように，B－－Cふたつの機能が，同時に，記号qに
よって顕示されるとき，記号qは多重結合要素とよば
れる。本稿では，言語記号の本質は対立にあるという
ソシza　一一ル理論と，パールマッター等によって開発さ
れた関係文法によって，上記b，cの現象を記述・説
明しようとこころみた。
　　　　，　　　　　　注
＊　本稿では，化学におけるrnultibondとの相同性
を考慮して，multiattachmentを多重結合と訳出
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した。この点に関し提案をよせられた県立新潟女子
短期大学の石原和夫助教授に感謝したい。なお，箱
の底をくみたてる比喩は，言語分析の方法論という
コンテキストで，現津田塾大学の井上和子教授が，
ICU大学院での講義で最初に使われたものである。
（O　（4b）に対応する関係網を以下のように規定す
　ることもかんがえられるかもしれない。
象動詞とことなり，温度述語の場合は，虚辞要素を
導入することができない。
　＊It　is　cold　in　John．
これは，「人間をあらわす名詞は，場所格のみをに
なうことはない」という制約によるものとおもわれ
る。その他の場合，通例，itの導入をゆるす。
　To皿orrow　is　Sunday．
　It　is　Sunday　tomorrow・
　　（cf．　Quirk　et．　a1．，1985：748）
●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
△←－1」ondon　　　AL
cold
　　すなわち，△の導入を多重結合の解消手段とみなす
　　のである。しかしこのかんがえにはふたつの難点が
　　ある。ひとつに，照応リンク（AL）でむすばれた
　　名詞同士は，一般に，数の一致の原則が課せらμる。
　　しかし，LOCに複数のものがきてもitは不変であ
　　る。ふたつめに，コピー代名詞は，多重結合したふ
　　たつの文法関係のうち，文法関係階層のひくい方を
　　うけつぐ。しかし，上記の場合，文法項をうけつい
　　でいる。
／（2）到達点（Goa1）と文法項とが同一層にあらわれ
　　た場合は，次の形式がえられる。
　　　To　York　is　not　very　far．
　　　It　is　not　very　far　to　York．
　　　　（cf．　Quirk　et．　a1．，1985：749）
　③　内的感覚の意味での（9）の統語構造は，前節の
　　気象動詞構文の内部構造と同一である。しかし，気
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